
2018 年 9月11日 ( 火 ) 
13:30-16:50  ( 受付開始 13:00 ～ )

名古屋マリオットアソシアホテル 
16F 『アイリス』
〒450-6002 愛知県名古屋市中村区名駅 1-1-4

会　場

日　程

経営者、人事、経営企画、IT 部門の責任者の方々対　象

ワークデイ株式会社主　催 株式会社ビジネス・フォーラム事務局協　力

JR「名古屋駅」より直結アクセス

30名（事前登録制）/ 無料ご招待
※ 申込み多数の場合は抽選とさせて頂きます。

参加定員

2018 年 9月7日 ( 金 ) 
13:30-18:30  ( 受付開始 13:00 ～ )

ヒルトン大阪 4F 『真珠の間』
〒530-0001 大阪市北区梅田 1-8-8

JR「大阪駅」より徒歩2 分　阪神電車「梅田駅」より徒歩 1 分　
阪急電車「梅田駅」より徒歩7分　大阪メトロ四ツ橋線

「西梅田駅」より徒歩 1 分　御堂筋線「梅田駅」より徒歩 5 分 

会　場

日　程

アクセス

60名（事前登録制）/ 無料ご招待
※ 申込み多数の場合は抽選とさせて頂きます。

参加定員

Workday Discover
Osaka 2018

Workday Executive HR
Seminar in NAGOYA

www.b-forum.net/wdy9
お問い合わせ先・発送元：株式会社ビジネス・フォーラム事務局  〒101-0052 東京都千代田区神田小川町2-2 センタークレストビル9F  TEL：03-3518-6531（受付時間9：30～18：00※土・日・祝日を除きます）

プログラム詳細・ご登録はこちらから

“働き方改革”や“HRデジタルトランスフォーメーション”、“チェンジマネジメント”など企業経営者や人事部門、
そしてIT部門の皆様を取り巻く課題が絶えない昨今です。もっともビジネスでイノベーションを成し遂げられた企業の
皆様は、ワークフォースの改革に取り組み、クラウドやITを活かした人事システムの構築を通じて実現されています。
今回は大阪・名古屋での開催にて、実際に成功体験をお持ちの導入事例企業様にもご参加いただき、どのような課題を
どう乗り越え、成功を掴み取られたのかをご紹介します。また、異なる業界から素晴らしいゲストの方にもお越しを
いただき、人財（タレント）を活かし改革や実績を収めた成功体験も語っていただく予定です。



■経営・人事・IT が連動 / 連携するためには
■包括的な改革を進めるための
　スピードとリーダーシップ
■着実に改革の歩みをつづけるためには

導入事例企業様とのパネルセッション

～経営・人事・IT はどのように連携し
　　　　　全社を巻き込むべきなのか～（仮）

東京エレクトロン株式会社
グループリーダー 人事部 HR テクノロジー Gr. 丸山 松弥 氏

13:30
 - 13:40

オープニング
ワークデイ株式会社 
代表取締役社長  ロブ ウェルズ (Rob Wells)

NAGOYA

■財務・人事・給与計算を統合したシステムは
　なぜ組織変革に有効なのか
■組織を未来へ進めるためのキーファクター

Workday, Inc. 
HCM プロダクトマネジメントディレクター  宇田川 博文

13:40
 - 14:20

14:20
 - 14:40

ブレイク

16:40
 - 16:50

クロージング

Workday ビジョン基調講演

■人事システムプロジェクトを成功に導く
　～ワークフォース改革と計画策定～

■継続的に改善を行うための結果分析を
　効果的に行う方法

14:40
 - 15:40

Workday 製品概要

15:40
 - 16:40

アジェンダ

ワークデイ株式会社 
プリセールス マネージャ  小澤 宏

■財務・人事・給与計算を統合したシステムは
　なぜ組織変革に有効なのか
■組織を未来へ進めるためのキーファクター

■システムが組織にもたらした変革と課題解決
■投資価値をどう考えるか

13:30
 - 13:40

13:40
 - 14:20

14:50
 - 15:10

14:20
 - 14:50

オープニング

ブレイク

17:10
 - 17:20

17:20
 - 18:30

クロージング

懇親会 ( ネットワーキング パーティ)

Workday ビジョン基調講演

カスタマー スポットライト 
- 導入事例企業様からみた Workday とは

■人事システムプロジェクトを成功に導く
　～ワークフォース改革と計画策定～

■継続的に改善を行うための結果分析を
　効果的に行う方法

15:10
 - 16:10

Workday 製品概要

16:10
 - 17:10

OSAKA

お飲み物と軽食をご用意しております。

■経営・人事・IT が連動 / 連携するためには
■包括的な改革を進めるための
　スピードとリーダーシップ
■着実に改革の歩みをつづけるためには

導入事例企業様とのパネルセッション
～経営・人事・IT はどのように連携し
　　　　　全社を巻き込むべきなのか～（仮）

合同会社ＴＨＳ経営組織研究所 代表社員
慶應義塾大学大学院理工学研究所 特任教授
小杉 俊哉 氏

モデレーター　

東京エレクトロン株式会社
グループリーダー 人事部 HR テクノロジー Gr. 丸山 松弥 氏

※プログラムは予告なく変更となる場合が御座います。
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